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二
〇
一
四
年
一
一
月
一
〇
日

（
月
）
講
師
に
櫻
井
義
秀
先
生
（
北

海
道
大
学
大
学
院
教
授
）
を
お
迎

え
し
て
標
記
の
主
題
で
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
櫻
井

先
生
を
お
招
き
し
た
背
景
に
は
、

私
た
ち
が
日
ご
ろ
大
学
で
接
す
る

学
生
が
直
面
し
て
い
る
以
下
の
よ

う
な
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
五
年
三
月
に
オ
ウ
ム
真

理
教
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

東
京
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら

二
〇
年
を
迎
え
ま
す
が
、
あ
の
事

件
を
契
機
に
明
ら
か
に
な
っ
た
オ

ウ
ム
真
理
教
の
実
態
に
よ
っ
て
、

「
宗
教
」
一
般
に
対
す
る
警
戒
心

が
生
み
出
さ
れ
る
と
と
も
に
「
カ

ル
ト
」
と
い
う
新
し
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
認
知
さ
れ
、
得
体
の
し
れ

な
い
不
安
と
共
に
そ
の
存
在
に
対

す
る
恐
怖
が
社
会
に
は
蔓
延
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
「
信
教
の
自
由
」
と
い
う

言
葉
が
錦
の
御
旗
と
な
り
、
本
学

に
お
い
て
も
毎
年
学
生
生
活
に
支

障
を
き
た
す
団
体
に
少
な
か
ら
ぬ

学
生
が
勧
誘
さ
れ
て
い
る
と
い
う

実
態
が
存
在
し
ま
す
。「
宗
教
」

と
危
険
な
「
カ
ル
ト
」
集
団
の
線

引
き
が
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

中
で
、
大
学
と
い
う
組
織
が
い
か

に
し
て
そ
こ
に
通
う
学
生
の
生

活
・
安
全
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
と
い
う
喫
緊
の
課
題
が
大

学
に
勤
め
る
も
の
の
前
に
は
常
に

横
た
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
一
見
非
日
常
的
に
見
え
て

実
際
は
日
常
的
な
問
題
を
ど
の
よ

う
に
解
釈
し
、
対
応
す
る
べ
き
か

に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
も
他
大
学

と
の
情
報
交
換
等
を
行
い
な
が
ら

手
探
り
の
状
態
で
こ
れ
ま
で
歩
ん

で
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
問

題
に
対
し
て
以
前
よ
り
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
視
点
か
ら
分
析
・
発
言

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
櫻
井
先
生
の

近
著
で
あ
る
『
カ
ル
ト
問
題
と
公

共
性
』
に
お
い
て
、
大
学
と
い
う

「
公
共
の
場
に
お
け
る「
宗
教
」「
カ

ル
ト
」
の
あ
り
方
が
極
め
て
明
確

に
示
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
今

後
の
あ
り
方
に
大
き
な
指
針
を
与

え
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
考
え
た
結

果
、
こ
の
た
び
の
講
演
会
の
開
催

に
至
り
ま
し
た
。

　
ご
講
演
は
、
ま
ず
私
た
ち
が
曖

昧
に
使
用
す
る
「
カ
ル
ト
」
と
い

う
言
葉
・
概
念
に
関
す
る
正
確
な

定
義
づ
け
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

先
述
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教
な
ど
を

例
に
「
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
実
態
や
そ
の
仕
組
み
、ま
た
「
宗

教
」
や
「
信
仰
」
の
名
を
借
り
て

な
さ
れ
て
き
た
極
め
て
反
社
会
的

な
行
為
の
実
態
に
関
す
る
説
明
と

共
に
、「
宗
教
」
と
「
カ
ル
ト
」

の
相
違
に
関
し
て
具
体
的
な
例
を

交
え
て
明
快
な
示
唆
を
与
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
信
教
の

自
由
」
と
い
う
も
の
が
無
条
件
に

肯
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
「
個

人
の
宗
教
選
択
の
自
由
を
侵
害
す

る
よ
う
な
」「
信
教
の
自
由
」
は

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
は
っ
き
り

と
し
た
視
点
を
示
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
大
学
と
い
う
「
自

由
に
も
の
を
考
え
」
た
り
「
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
を
自
由
に
討
議
」

し
た
り
す
る
「
公
共
的
な
空
間
」

に
お
い
て
独
断
的
な
教
え
を
強
制

し
た
り
、
自
由
に
あ
る
い
は
主
体

的
に
考
え
る
こ
と
を
禁
じ
、
大
学

が
本
来
保
障
す
べ
き
自
由
を
侵
害

す
る
団
体
に
対
し
て
は
毅
然
と
し

た
対
応
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
ご
教
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
大
学
も
含
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
世
界
の
中
で
改
め
て
宗
教
に

対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
必
要

性
と
「
公
共
性
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
よ
っ
て
大
学
が
堅
持
す
べ
き

「
自
由
」
に
対
す
る
責
任
を
再
確
認

す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

櫻
井
先
生
に
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
、
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

R
C
C
主
催
講
演
会　
　
　

講
師　

櫻
井　

義
秀 

氏

「
大
学
の
カ
ル
ト
対
策

　
　
　
　

―
信
教
の
自
由
を
守
る
た
め
に
―
」

報
告
者
　
R
C
C
研
究
員
　
舟
木
　
讓
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か
れ
て
い
ま
す
が
、
ア

ン
チ
キ
リ
ス
ト
の
誕
生

と
イ
エ
ス
の
誕
生
は
、

悪
魔
に
よ
る
出
産
に
対

す
る
聖
霊
に
よ
る
出
産

と
、
し
ば
し
ば
対
照
的

に
描
か
れ
ま
す
。
こ
の

ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
も
、

「
イ
メ
ー
ジ
の
戦
争
」
の

中
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
カ
ト
リ
ッ

ク
側
が
ル
タ
ー
を
七
つ

の
頭
を
も
つ
者
と
し
て

描
い
た
の
に
対
し
て
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
ア

ン
チ
キ
リ
ス
ト
と
し
て

描
き
ま
し
た
。
敵
方
を
断
罪
す
る

た
め
に
、
敵
が
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト

と
同
定
さ
れ
る
の
で
す
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
シ
ス
・
コ
ッ
ポ
ラ
の
映

画
「
地
獄
の
黙
示
録
」
で
は
、
キ

リ
ス
ト
を
象
徴
す
る
ウ
ィ
ラ
ー
ド

が
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
を
象
徴
す
る

カ
ー
ツ
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
す
。

つ
い
に
ウ
ィ
ラ
ー
ド
は
カ
ー
ツ
を

殺
し
ま
す
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、

一
体
ど
ち
ら
が
キ
リ
ス
ト
（
犠
牲

の
子
羊
）
で
ど
ち
ら
が
ア
ン
チ
キ

リ
ス
ト
な
の
か
、
分
か
ら
な
く
な

り
ま
す
。
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
と
キ

リ
ス
ト
と
の
間
で
ゆ
ら
ぎ
が
生
じ

る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ゆ
ら
ぎ

を
考
え
る
際
に
示
唆
的
な
の
が
、

教
父
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
「
人
間
本
性

は
、
根
底
ま
で
乱
さ
れ
ず
に
、
こ

の
戦
い
（
キ
リ
ス
ト
と
ア
ン
チ
キ

リ
ス
ト
と
の
間
の
戦
い
）
を
切
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い

う
言
葉
で
す
。

　
講
演
に
は
一
般
の
方
も
多
く
参

加
さ
れ
、
図
書
館
ホ
ー
ル
は
一
杯

と
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
四
年
一
二
月
九
日

（
火
）、
図
書
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

京
都
大
学
大
学
院
教
授
、
岡
田
温

司
氏
が
『
黙
示
録—

氾
濫
す
る
イ

メ
ー
ジ
た
ち
』
と
題
し
て
講
演
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
近
著
、

『
黙
示
録—

—

イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
』

（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
四
年
）
に

基
づ
き
、
様
々
な
図
像
や
映
像
を

見
せ
な
が
ら
、
黙
示
録
の
も
つ
両

義
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
西
欧
の
脅
迫
観
念
」
を
形
成
し

た
と
も
言
わ
れ
る
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示

録
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
の
根
底
に

あ
る
（
デ
リ
ダ
）
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
西
欧
の
文
化
や
芸
術
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
早
く
は
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス

が
黙
示
録
を
偽
書
と
し
た
よ
う

に
、
黙
示
録
は
立
場
に
よ
っ
て
見

方
が
逆
転
す
る
可
能
性
が
あ
る
危

う
い
存
在
で
し
た
。
黙
示
録
は
一

方
で
、
救
済
、
希
望
、
勇
気
を
語

り
な
が
ら
、
そ
れ
が
同
時
に
不
寛

容
、
暴
力
を
扇
動
す
る
も
の
に
な

る
。
黙
示
録
が
示
す
の
は
、
警
告

が
威
嚇
に
、
激
励
が
扇
動
に
容
易

に
変
わ
り
う
る
と
い
う
二
面
性
、

両
義
性
で
す
。

　
黙
示
録
の
両
義
性
を
示
す
例
と

し
て
、
ま
ず
、
太
陽
を
身
に
ま
と

う
女
性
と
バ
ビ
ロ
ン
の
大
淫
婦
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
黙
示
録
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
男
中
心
で
展
開
し
、

女
性
た
ち
の
数
は
少
な
い
で
す

が
、
そ
の
数
少
な
い
女
性
た
ち
の

う
ち
、
太
陽
を
身
に
ま
と
う
女
性

が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
象

徴
す
る
の
に
対
し
て
、
バ
ビ
ロ
ン

の
大
淫
婦
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
を
象

徴
し
ま
す
。
そ
の
後
の
解
釈
史
で

は
、
太
陽
を
身
に
ま
と
う
女
性
が
、

マ
リ
ア
の
無
原
罪
を
描
く
際
に
使

わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
バ
ビ
ロ
ン

の
大
淫
婦
は
悪
徳
を
象
徴
す
る
存

在
と
し
て
描
か
れ
ま
す
。
後
に
教

皇
が
、
バ
ビ
ロ
ン
の
大
淫
婦
と
し

て
描
か
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
イ

メ
ー
ジ
が
使
わ
れ
る
か
に
は
、
各

時
代
の
事
情
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

ラ
ン
グ
の
映
画
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
」

で
は
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
マ
リ
ア

が
バ
ビ
ロ
ン
の
大
淫
婦
と
し
て
踊

り
ま
す
。

　
ま
た
、
黙
示
録
の
両
義
性
を
示

す
他
の
例
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
に

相
対
す
る
存
在
、
ア
ン
チ
キ
リ
ス

ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ア
ン
チ
キ

リ
ス
ト
は
黙
示
録
の
中
で
は
サ
タ

ン
や
偽
預
言
者
と
し
て
登
場
し
ま

す
。
一
〇
世
紀
に
は
、
ア
ゾ
に
よ

り
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
の
伝
記
が
書

R
C
C
主
催
講
演
会　
　
　

講
師　

岡
田　

温
司 

氏

「
黙
示
録
―
氾
濫
す
る
イ
メ
ー
ジ
た
ち
」

報
告
者
　
R
C
C
主
任
研
究
員
　
東
　
よ
し
み
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デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

の
文
化
と
思
想
に
つ
い
て
見
た

後
、『
牛
乳
屋
テ
ヴ
ィ
エ
』
に
基

づ
く
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
《
屋
根
の
上

の
バ
イ
オ
リ
ン
弾
き
》
で
演
奏
さ

れ
る
ク
レ
ズ
マ
ー
音
楽
を
聴
き
、

独
自
の
文
化
に
つ
い
て
の
分
析
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

＜

第
六
回
研
究
会＞

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
七
日
（
木
）

発
題
者
：
岡
本
　
亮
輔
氏
（
立
教

大
学
兼
任
講
師
、
成
蹊
大
学
非
常

勤
講
師
、
東
京
大
学
死
生
学
・
応

用
倫
理
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

テ
ー
マ
：
現
代
社
会
に
お
け
る
祈

り
の
場
所
〜
弱
さ
が
も
た
ら
す
つ

な
が
り
の
体
験

　
現
代
最
も
有
名
な
巡
礼
地
で
あ

る
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス

テ
ラ
の
歴
史
や
、
巡
礼
路
の
様
子
、

巡
礼
者
の
体
験
の
分
析
を
通
し

て
、
信
仰
心
や
共
同
体
へ
の
帰
属

意
識
が
「
弱
い
」
か
ら
こ
そ
、
巡

礼
地
・
路
に
お
い
て
「
つ
な
が
り
」

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

＜

第
七
回
研
究
会＞

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
〇
日
（
木
）

発
題
者
：
白
波
瀬
　
達
也
氏
（
社

会
学
部
助
教
）

テ
ー
マ
：
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お

け
る
多
文
化
共
生
の
展
開

　「
多
文
化
共
生
」
と
宗
教
が
交

錯
す
る
具
体
例
と
し
て
、
在
日
外

国
人
の
信
者
数
が
多
い
浜
松
市
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
事
例
を
と
り

あ
げ
、
そ
の
背
景
や
現
状
を
議
論

し
た
上
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に

お
け
る
多
文
化
共
生
の
実
態
、
課

題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

＜

第
八
回
研
究
会＞

二
〇
一
五
年
一
月
一
五
日
（
木
）

発
題
者
：
舟
木
　
讓
氏
（
経
済
学

部
教
授
・
宗
教
主
事
）

テ
ー
マ
：
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
に

お
け
る
土
着
化
を
め
ぐ
っ
て
〜

テ
ー
マ
・
パ
ー
ク
に
み
る
キ
リ
ス

ト
教
的
メ
ッ
セ
ー
ジ

　「
キ
リ
ス
ト
教
は
日
本
社
会
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
」
と

の
問
い
の
下
、
テ
ー
マ
・
パ
ー
ク

に
お
け
る
パ
レ
ー
ド
や
ス
テ
ー
ジ

を
、
実
際
の
映
像
を
見
な
が
ら
分

析
し
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
こ
に
は
、

「
愛
」
や
「
絆
」
と
い
っ
た
、
キ
リ

ス
ト
教
的
価
値
観
に
基
づ
く
と
考

え
う
る
も
の
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
、

三
阪
夕
芽
子
氏
（
社
会
学
研
究
科

博
士
課
程
後
期
課
程
学
生
）
発
題

に
よ
る
第
九
回
研
究
会
を
、
三
月

五
日
（
木
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈
現
代
文

化
と
キ
リ
ス
ト
教
〉
は
、
ニ
ュ
ー

ズ
レ
タ
ー
二
五
号
で
報
告
し
た

後
、
次
の
よ
う
な
研
究
会
を
開
き

ま
し
た
。

＜

第
五
回
研
究
会＞

二
〇
一
四
年
七
月
一
七
日
（
木
）

発
題
者
：
畠
山
　
保
男
氏
（
キ
リ
ス

ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

テ
ー
マ
：「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
文
学

と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

　
シ
ョ
ー
レ
ム
・
ア
レ
イ
ヘ
ム
『
牛

乳
屋
テ
ヴ
ィ
エ
』
に
見
ら
れ
る
、

テ
ー
マ
は
、「
現
代
ア
フ
リ
カ
社

会
に
お
け
る
教
会
の
『
モ
ダ
ン
さ
』

と
文
化
受
容
」
で
す
。

　
様
々
な
視
点
か
ら
現
代
文
化
と

キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
を
探
っ
て
き

た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

第
九
回
の
研
究
会
を
も
っ
て
、
一

応
の
終
了
と
な
り
ま
す
。
来
年
度

は
、
こ
れ
ら
の
発
表
を
基
に
、
研

究
成
果
を
出
版
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
三

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
二
年
目
を

迎
え
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
度
秋

学
期
は
、
国
家
間
の
対
立
に
翻
弄

さ
れ
が
ち
な
、
中
国
、
韓
国
の
留

学
生
を
交
え
、
在
日
、
日
本
人
学

生
を
含
め
、「
東
ア
ジ
ア
の
和
解
と

共
生
」
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
、

カ
フ
ェ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
研
究
会
を
二
回
開
催
し
た
。

　
秋
学
期
第
一
回
研
究
会
（
東
ア

ジ
ア
学
生
交
流
カ
フ
ェ
）

日
　
時
：
一
一
月
二
〇
日
（
木
）、

一
七
時
〜
一
九
時

場
　
所
：
関
学
会
館
　
翼
の
間

テ
ー
マ
：「
関
学
で
日
本
人
学
生

と
留
学
生
の
コ
ラ
ボ
は
進
ん
で
い

る
の
か
？
も
っ
と
コ
ラ
ボ
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
何
が
必

要
か
？
」

第6回研究会発表者、岡本亮輔氏

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

　
「
現
代
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
」

R
C
C
セ
ン
タ
ー
長
　
水
野
　
隆
一

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

　
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
多
元
的
な
宗
教
・

　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
社
会
の
役
割
」

Ｒ
Ｃ
Ｃ
副
長
　
山
本
　
俊
正



　
今
年
度
後
半
の
本
セ
ン
タ
ー
の

活
動
は
、
全
体
と
し
て
、
い
つ
も

以
上
に
多
く
の
方
々
の
協
力
や
参

加
が
あ
り
、
毎
回
新
鮮
で
活
気
あ

る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

発
信
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
M
）

編
集
後
記

4
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疑
似
体
験
し
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ

ア
で
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
相

互
の
信
頼
関
係
の
醸
成
を
「
ト
ラ

ス
ト
・
フ
ォ
ー
ル
」（
ペ
ア
に
な
り
、

一
人
が
後
ろ
に
倒
れ
、
も
う
一
人

が
そ
れ
を
支
え
る
）の
体
験
に
よ
っ

て
、
身
体
性
を
も
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
自
分
を
大
切

に
す
る
こ
と
と
、
他
者
へ
の
依
存

の
問
題
、「
い
じ
め
」
に
関
す
る
経

験
な
ど
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

留
学
生
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

と
日
時
が
重
な
り
参
加
者
は
八
名

で
あ
っ
た
。

秋
学
期
第
二
回
研
究
会

（
和
解
と
共
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

日
　
時
：
一
二
月
一
二
日
（
金
）、

一
七
時
〜
一
九
時

場
　
所
：
関
学
会
館
　
翼
の
間

テ
ー
マ
：「
和
解
と
共
生
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ー
ち
が
い
を
豊
か
さ

に
、
共
に
生
き
る
世
界
の
居
場
所

と
し
て
の
関
学
を
め
ざ
し
て
」

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：

梁
陽
日
（
立
命
館
大
学
生
存
学
研

究
セ
ン
タ
ー
／ 

R
C
C
研
究
員
）

　
研
究
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

で
は
、
日
本
・
ア
ジ
ア
を
は
じ
め

世
界
の
中
の
私
た
ち
の
置
か
れ
て

状
況
を
考
え
る
こ
と
か

ら
出
発
し
た
。「
神
の

似
姿
」
と
し
て
創
造
さ

れ
た
人
間
が
本
当
に
そ

の
尊
厳
を
大
切
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、

私
た
ち
は
政
治
、
経
済
、

歴
史
の
中
で
、
格
差
や

差
別
、
排
除
の
中
に
置

か
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、「
勝

ち
組
」、「
負
け
組
」
に

よ
る
、
抑
圧
的
構
造
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：

森
本
　
郁
代
（
本
学
法
学
部
教
授
）

榎
本
て
る
子（
R
C
C
主
任
研
究
員
）

　
研
究
会
（
交
流
カ
フ
ェ
）
で
は
、

上
記
の
テ
ー
マ
に
従
い
、
四
つ
の

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ

ン
グ
、
K
J
法
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

討
議
と
発
表
、
全
体
で
の
分
か
ち

合
い
が
な
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
関
学
の
留
学
生
と
交
流
す
る

機
会
や
場
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

知
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」（
神
学
部
学
生
）、「
私
の

テ
ー
ブ
ル
に
は
私
を
含
め
て
日
本

人
が
三
名
、
韓
国
人
が
三
名
い
た
。

韓
国
の
文
化
や
情
勢
に
つ
い
て
多

く
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
」（
経
済

学
部
学
生
）「
学
部
の
留
学
生
が

そ
の
国
の
言
葉
を
教
え
る
ア
ル
バ

イ
ト
が
学
内
で
で
き
る
と
良
い
と

思
っ
た
」（
中
国
人
留
学
生
）「
日
本

人
の
側
か
ら
し
た
ら
留
学
生
と
の

コ
ラ
ボ
が
進
ん
で
い
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
留
学
生
の
側
か
ら
見
る

と
、
進
ん
で
い
な
い
現
実
が
わ
か
っ

た
」（
神
学
部
学
生
）
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。
参
加
者
は
、
日

本
人
学
生
二
〇
名
、
留
学
生
一
五

名
、
教
職
員
五
名
の
合
計
四
〇
名
。

　
秋
学
期
も
、「
建
学
の
精
神
考

第
四
集
」
の
編
集
作
業
を
進
め

た
。
春
学
期
は
、「
チ
ャ
ペ
ル
週

報
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
学
院
を

構
成
す
る
各
学
校
、
研
究
機
関
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
、「
建
学
の

精
神
」
に
関
連
す
る
資
料
を
収
集

し
、
時
系
列
に
分
類
す
る
作
業
を

行
っ
た
。
秋
学
期
は
、
収
集
さ
れ

た
資
料
を
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
で
分
担
し
、
読
み
合
わ
せ
を
行

い
、
最
終
的
に
掲
載
す
る
原
稿
を

絞
り
込
み
、
三
二
本
の
原
稿
を
掲

載
す
る
こ
と
と
し
た
。
昨
年
一
一

月
の
段
階
で
印
刷
所
に
初
校
を
提

出
し
、
第
二
校
の
校
正
作
業
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
聖

書
の
索
引
、
資
料
編
も
付
記
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　『
建
学
の
精
神
考
』
は
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
研
究
室
に
よ
り

一
九
九
三
年
三
月
に
、
第
一
集
が

発
行
さ
れ
、
第
二
集
は
一
九
九
五

年
一
〇
月
に
、
第
三
集
は
、

一
九
九
八
年
一
月
に
発
行
さ
れ
て

い
る
。
第
四
集
は
、
関
西
学
院
創

立
一
二
五
周
年
に
あ
た
る
今
年
度

に
、
一
二
五
周
年
記
念
事
業
を
兼

ね
、
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー（
R
C
C
）の
編
集
に
よ
っ

て
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

　
「
関
西
学
院
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
展
開
」

Ｒ
Ｃ
Ｃ
副
長
　
山
本
　
俊
正


